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●特集１を読んでいますと、思春期は「周りか
らどう思われているのか」という意識が膨張す
る時期だとつくづく感じます。当然、支援を受
ける子も「特別扱い」されることを嫌います。
これまでさんざんプラスの特別扱い、そしてマ
イナスの特別扱いを受けてきたことでしょう。
その過程で受けた心の傷を把握した上で、「支援
を受ける力を育てる」という視点を持つことの
大切さが見えてきます。「特別支援は『特別にな
らないこと』がポイント」という言葉が印象的
です。
●特集２では、ケース会議で「エピソード」を
語ってもらうことの大切さに触れられています。
いちばん苦戦している援助者（多くの場合は担
任）にとって、その大変さを語り、共感的に聴
いてもらえる場は、「またかかわっていこう」と
いうエネルギー源になるようです。 

あいさつの質を高めるために、どんな工
夫ができるかを探っていく特集です。せ
っかく毎日交わされるあいさつですから、
その力を有効活用したいものです。

専門性と経験をベースにしたＳＣの見立
てと対応、子どもの個性や強みを生かし
た担任の温かい働きかけ……両者の連携
に学びます。
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